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月 1 0 日 に開催され、第 2 回は、同月 2 5 日

に新旧の引き継ぎを兼ねて開催した。他、

必要に応じて開催される。

3．相談役会

第 1回相談役会は、平成 2 9 年 3 月 2 8 日開

催。

第 2回相談役会は、 1 1 月の中旬を予定。

4．例会

日 本 弁 理 士 会 総 会・ 常 議 員 会 等 へ の 対

策として、必要に応じて適宜開催。

5．委員会

日弁の委員会としては、政策委員会、

協議委員会、規約委員会（本年は休会）、

研修委員会、会報委員会、ホームページ

委員会、 7 0 周年行事実行委員会があり、

活動内容は各委員会報告を参照。

Ⅲ ． 活 動

 1 ．総会・例会の開催・運営

 2 ． 相談役・常任相談役の選任及び相談

役会の開催

 3 ． 委員会の委員の選任・諮問事項の決

定

 4 ．人事の調整・決定

 5 ．行事の企画・立案・実行

 6 ．日本弁理士会（関東支部を含む。）委

員会委員の推薦

 7 ．日本弁理士会との連携・協議・調整

 8 ．会内各派との連携・協議・調整

 9 ．会外団体との連携・協議・調整

1 0 ．その他

Ⅰ ． 基 本 方 針

（ 1 ）日本弁理士会（以下、弁理士会）の

会務運営（人事・政策）を支える。

（ 2）日弁 7 0 周年記念行事の開催と 5つの

クラブの更なる連携強化。

（ 3）幹事会・委員会活動を日弁会員、更

には、無会派層にも積極的に広報し、

日 弁 の 活 動 、 日 本 弁 理 士 会 の 会 務

活動への参画意識を高める。

（ 4）知財制度、弁理士制度について積極

的に提言する。

（ 5 ）日本弁理士クラブ（以下、日弁）が

一 体 と な っ て 本 年 度 の 弁 理 士 会 役

員選挙に臨む。

Ⅱ ． 組 織 及 び 運 営

1 ．総会（定時総会 2回）

平成 2 9年 4月 1 0日：第 1回定時総会開催

平成29年11月28日：第2回定時総会（予定）

2．幹事会

第 1 回幹事会は、 2 月 8 日（拡大）に開催

し 、 以 後 原 則 と し て 、 毎 月 第 2 月 曜 日 に

開催となったため、第 2回以降は、 3月 1 3

日、4月 1 0 日、5月 8日、6月 1 2 日、7月 1 0 日、

8 月 7 日、 9 月 1 1 日に開催しており、 1 0 月

1 6 日 、 1 1 月 1 3 日 、 1 2 月 1 1 日 に開催が予

定されている。また、必要に応じて臨時

開催される。

正副幹事長会は、第 1 回は、平成 2 9 年 1

平成29年度会務中間報告

平成29年度
日本弁理士クラブ

事業計画

幹事長　鈴 木 一 永



35

Ⅳ ． 各 委 員 会 へ の 諮 問 事 項

1 ．政策委員会

（ 1）日弁としての中長期ビジョン等の検

討

（ 2）弁理士会に対する知財制度及び弁理

士 制 度 に つ い て の 弁 理 士 会 に 対 す

る意見、要望のとりまとめ

（ 3）弁理士会及び幹事会からの検討依頼

事項への対応

2．協議委員会

（ 1 ） 平 成 3 0 年 度 弁 理 士 会 役 員 選 挙 に つ

いての対応

3．規約委員会（本年は休会）

4．研修委員会

（ 1）特定侵害訴訟代理業務試験対策研修

会実施の可否の検討

（ 2 ） 無 会 派 層 も 参 加 可 能 な 研 修 会 の 企

画・立案・実行

5．会報委員会

（ 1）会報の発行

（ 2 ）ホームページ委員会との連携（情報

提供）

6．ホームページ委員会

（ 1）日弁ホームページの管理・更新

（ 2 ）会報委員会との連携（ＨＰ掲載是非

の検討）

（ 3）日弁活動の広報（メルマガの発行）

7．日弁 7 0 周年記念事業実行委員会

（ 1） 7 0 周年記念事業の企画・立案・実行

尚 、 各 委 員 会 の 構 成・ 活 動 に つ い て は 、

各委員会の報告を参照

Ⅴ ． 行 事

1 ． 創 立 7 0 周 年 記念旅行会　平成 2 9 年 6

月 1 7 日、 1 8 日　糸魚川

2．創立 7 0 周年記念ゴルフ大会　平成 2 9

年 6 月 1 8 日 　 糸 魚川カントリークラ

ブ

3 ． 創立 7 0 周 年 記念式典・懇親会　平成

2 9 年 9 月 1 日

4 ． 創立 7 0 周 年記念リレーマラソン大会

平成 2 9 年 1 1 月 2 5 日（予定）

5 ．創立 7 0 周 年記念ボーリング大会　平

成 2 9 年 1 2 月 4 日（予定）

6．創立 7 0 周年記念テニス大会　平成 3 0

年 1 月（予定）

7．役員選挙当選祝賀会　平成 2 9 年 1 1 月

2 8 日（予定）

8．各種研修会（研修委員会報告参照）

以上
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Ⅰ．日弁役員

幹事会

幹事長	 （無名）鈴木　一永

副幹事長	 （無名）齋藤　　康〔庶務・総会・

	 	 	 相談役会・協議・ゴルフ・

	 	 	 リレーマラソン〕

	 	 （ＰＡ）堀籠　佳典〔会計・会報・

	 	 	 テニス〕

	 	 （春秋）柴田富士子〔研修・慶弔〕

	 	 （南甲）藤沢昭太郎〔政策・旅行・

	 	 	 70周年〕

	 	 （稲門）角田　　朗〔広報・規約・

	 	 	 70周年・ボウリング〕

幹事	 	 （ＰＡ）帯包　浩司　　甲原　秀俊

	 	 （春秋）辻田　幸史　　中島佐智子

	 	 （南甲）服部　秀一　　楠　　和也

	 	 （無名）村上　晃一　　中　　大介

	 	 （稲門）藤坂　恭史　　飯塚　　健

会計監事	 （南甲）林　　剛史

	 	 （稲門）大西　達夫

Ⅱ．日弁委員会

1．政策委員会（担当副幹事長　藤沢　昭太郎）

政策委員長	 （南甲）真田　　有

副委員長	 （南甲）田村　　爾

	 	 （ＰＡ）中尾　直樹

	 	 （春秋）榛葉　貴宏

	 	 （無名）久松　洋輔

	 	 （稲門）綾木健一郎

委　　員	 （南甲）津田　　理　　林　　裕己

	 	 （ＰＡ）林　　篤史　　伊藤　隆治

	 	 （春秋）小島　一真　　栗原　　弘

	 	 （無名）竹山　尚治　　本間　博行

	 	 （稲門）榮野　隼一　　高橋　伸也

組織と活動

副幹事長　齋 藤 　 康

2．協議委員会（担当副幹事長　齋藤　康）

協議委員長	 （無名）筒井　大和

副委員長	 （無名）篠原　淳司

	 	 （ＰＡ）坂本　智弘（3/31辞任）

	 	 	 杉村　憲司（4/1選任）

	 	 （春秋）平山　淳

	 	 （南甲）須藤　浩

	 	 （稲門）淺田　信二

委　　員	 （無名）香坂　薫　　中　　大介

	 	 （ＰＡ）	 杉村　憲司（4/1より副委員長）

	 	 	 谷崎　政剛

	 	 	 山崎　晃弘（4/1追加選任）

	 	 （春秋）齋藤　　学　　金森　靖宏

	 	 （南甲）河野　生吾　　松田　次郎

	 	 （稲門）吉田　正義　　吉澤　大輔

3．研修委員会（担当副幹事長　柴田　富士子）

研修委員長	 （春秋）山川　　啓

委　　員	 （春秋）栗原　　弘

	 	 （ＰＡ）帯包　浩司　　矢冨　亜弥

	 	 （南甲）竹内　将訓　　藤沢昭太郎

	 	 （無名）林　　　司　　三井　直人

	 	 （稲門）植田　晋一　　梅澤　　崇

４．規約委員会（担当副幹事長　角田　朗）

※本年度は休会

規約委員長

委　　員	 （ＰＡ）佐藤玲太郎

	 	 （春秋）工藤　嘉晃

	 	 （南甲）丸山　幸雄

	 	 （無名）高松　俊雄

	 	 （稲門）倉持　　誠

5．会報委員会（担当副幹事長　堀籠　佳典）

会報委員長	 （ＰＡ）松宮　尋統

委　　員	 （ＰＡ）齋藤　　誠

	 	 （春秋）加曽利正典　　井上　　正

	 	 （南甲）林　　裕己

	 	 （無名）柿原　希望　　亀山　夏樹

	 	 （稲門）松田　　真　　岸尾　正博
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6．広報委員会（担当副幹事長　角田　朗）

広報委員長	 （稲門）菅原　峻一

委　　員	 （ＰＡ）下田　俊明

	 	 （春秋）中村　祥二

	 	 （南甲）楠　　和也

	 	 （無名）山田　　勉

7．70周年記念事業実行委員会

（担当副幹事長　藤沢　昭太郎・角田　朗）

実行委員長	 （南甲）中村　　仁

委　　員	 （南甲）石橋　良規　　佐藤　雄哉

	 	 （稲門）市川　ルミ　　植田　晋一

	 	 （ＰＡ）林　　篤史　　伊藤　隆治

	 	 （春秋）工藤　嘉晃　　塩田　国之

	 	 （無名）村上　晃一　　竹山　尚治

Ⅲ．日弁相談役会	 （担当副幹事長　齋藤　康）

常任相談役	 （ＰＡ）谷　　義一

	 	 （春秋）佐藤　辰彦

	 	 （南甲）幸田　全弘

	 	 （無名）筒井　大和

	 	 （稲門）稲木　次之

相談役	 （ＰＡ）浅村　　皓　　大西　正悟

	 	 	 岡部　　讓　　田中　正治
※

	 	 	 村木　清司　　渡邉　敬介

	 	 （春秋）奥山　尚男　　篠原　泰司

	 	 	 清水　善廣　　竹内　三郎

	 	 	 波多野　久　　西島　孝喜

	 	 （南甲）伊丹　　勝　　樺澤　　聡

	 	 	 樺澤　　襄　　久保　　司

	 	 	 高橋　三雄　　瀧野　秀雄

	 	 	 野本　陽一

	 	 （無名）下坂スミ子　　水野　勝文

	 	 （稲門）宇野　晴海　　杉村　純子

※田中正治相談役は平成29年7月24日逝去

Ⅳ．日本弁理士会役員

1．執行役員会

会　長	 （ＰＡ）渡邉　敬介

副会長	 （ＰＡ）本多　敬子

	 	 （ＰＡ）渡邉　伸一

	 	 （春秋）木戸　良彦

	 	 （南甲）瀧野　文雄

	 	 （稲門）尾崎　光三

執行理事	 （ＰＡ）前田　大輔　　坂本　智弘

	 	 	 堀籠　佳典

	 	 （春秋）出野　　知　　太田　昌孝

	 	 （南甲）西村　雅子　　田村　和彦

	 	 （無名）石原　進介

	 	 （稲門）細田　浩一

2．常議員会

1年度		 （ＰＡ）大塚　一貴　　鶴谷　裕二

	 	 	 伊藤　隆治　　粟野　晴夫

	 	 （春秋）西郷　義美
※

　　石川　　徹

	 	 	 水野　史博　　平山　　淳

	 	 	 榛葉　貴宏

	 	 （南甲）松浦喜多男　　竹内　将訓

	 	 	 佐藤　雄哉　　松田　次郎	

	 	 （無名）神田　正義　　亀崎　伸宏

	 	 （稲門）市川　ルミ

2年度		 （ＰＡ）田中　敏博　　高橋　雅和

	 	 	 佐藤玲太郎　　小野　暁子

	 	 	 谷崎　政剛

	 	 （春秋）伊藤　高英　　山崎　一夫

	 	 	 須藤　晃伸　　三上　敬史

	 	 （南甲）吉井　雅栄　　三浦　高広

	 	 	 赤堀　　孝　　林　　裕己

	 	 	 山田　一範

	 	 （無名）水野　勝文　　香坂　　薫

	 	 （稲門）貝塚　亮平

※西郷義美会員は平成29年3月26日逝去

3．監事会

1年度		 （南甲）浅賀　一樹

	 	 （無名）小野　信夫

	 	 （稲門）西脇　民雄

2年度		 （ＰＡ）井上　義雄

	 	 （春秋）五十嵐貞喜

	 	 （無名）千葉　太一　　　　　以上
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第1回総会

日時：平成29年4月10日（月）17時30分～ 18時10分

会場：弁理士会館　地下1階　Ａ・Ｂ会議室

（1）平成28年度日弁事業報告の承認を求める件

角田朗副幹事長による説明、報告の後、賛成多数

により承認。

（2）平成28年度日弁決算報告の承認を求める件

堀籠佳典副幹事長による説明、報告の後、賛成多

数により承認。

（3）平成29年度日弁事業計画の承認を求める件

鈴木一永幹事長による説明の後、賛成多数により

承認。

平成29年度
総会承認事項

副幹事長　齋 藤 　 康

（4）平成29年度日弁予算の承認を求める件

鈴木一永幹事長による説明の後、賛成多数により

承認。

（5）平成29年度日弁予算予備費の取り崩しの承認

を求める件

鈴木一永幹事長より、幹事会への一任を求める旨

が説明され、賛成多数により承認。

（6）平成30年度日本弁理士会（関東支部を含む）

役員推薦に係る承認を求める件

鈴木一永幹事長より、幹事会への一任を求める旨

が説明され、賛成多数により承認
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に関する連邦控訴巡回裁判所（CAFC）判決の基本的

な判事事項を、日本語でご紹介いただきました。米国

最高裁判所の判決のうち、本年6月に出された3件につ

いては、タイムリーにご紹介をいただきました。

単なる判決の紹介ではなく、これらの判決が出さ

れたことによって生じると考えられる今後の影響に

ついて、日本企業が事業を行う際に留意すべき事項

についても言及していただきました。

現在、米国では、当事者系審判（inter parte 

review: IPR）のシステムが合憲であるのか否かとい

う事件が耳目を集めていますが、今年、米国最高裁

判所に提訴され、同裁判所がこれを受理しました。

この事件のどこに問題があるのかという点について

も簡潔にお話しいただきました。

今後、米国案件の処理等を行なっていく上で、有

用かつ示唆に富んだ内容の講義となりました。受講

者は20名でした。

3．模擬試験（特許法関連）

日時　10月2日（月）18：30－20：30

場所　弁理士会館

講師　弁護士・弁理士　柳下彰彦先生

（弁護士法人内田・鮫島法律事務所）

内容　起案対策試験／小問対策模擬試験及びその解説

研修委員会の任期は、本年1月～ 12月ですが、年

内に、審査基準関連及び中国特許制度の解説（いず

れも仮題）を、第２回及び第３回の研修会として実

施する予定です。

業務の多様化・国際化が進む昨今、研修の重要性

が増しています。日弁研修委員会では、今後も皆様

の仕事に役立つ題材を選んで、研修を行なっていき

たいと考えております。研修テーマ等についてのご

希望を、日弁研修委員会又は日弁幹事会にお寄せく

ださい。できる限り、皆様のご要望に沿った研修を

計画し、実施していきたいと考えております。

日弁研修の企画・実施に際しては、山川委員長を

はじめとする研修委員会メンバーの皆様に多大なご

協力をいただきました。ここに、改めて厚く御礼を

申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　以上

本年度は、以下の研修メンバーで運営されました。

定評のある特定侵害訴訟代理業務試験対策の他、昨

年に引き続き、日弁が日本弁理士会継続研修の認定外

部機関の認定を受けるための研修を実施しました。

昨年は知財高等裁判所の判事を講師としてお招き

しましたが、今年は、少し趣向を変えて、講師とし

て、米国特許弁護士、中国弁理士及び審査官をお招

きしました。

研修委員会メンバー（敬称略）

委員長　（春秋）山川　啓

委　員　（南甲）藤沢　昭太郎　竹内　将訓

　　　　（ＰＡ）帯包　浩司　　矢冨　亜弥

　　　　（稲門）植田　晋一　　梅澤　崇

　　　　（無名）林　司　　　　三井　直人

　　　　（春秋）栗原　弘

1．過去問解析講座

日時　7月18日（火）18：30－20：30

場所　弁理士会館

講師　弁護士・弁理士　石神恒太郎先生

（青和特許法律事務所）

内容　特定侵害訴訟代理業務試験の事例問題のう

ち、平成28年度第1問及び第2問を取り上げて、これ

らの問題に適切に答えるための解答ポイントについ

て解説をしていただきました。受講者数は16名でした。

また、通信講座も設け、この講義内容を録音した

もの及び講座で使用した資料を、別途販売しました。

2．研修会（第1回）

日時　8月3日（木）18：30－20：30

場所　弁理士会館

講師　デビッド・アルバグリ特許弁護士

（ホワイト&ケース事務所）

内容　最近、米国の最高裁判所で出された6件の米

国最高裁の判決、及び1件の米国国際貿易委員会（ITC）

平成29年度
日本弁理士クラブ研修委員会報告

研修担当副幹事長　柴 田 富 士 子
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前年度の会長選挙にかかわらず、相当額の繰越金

をいただいております。前年度の関係各位のご尽力

に感謝いたします。支出に関してましては、無駄を

省いて将来のために十分な資金を確保するとの考え

の下、本年度も例年同様に前年度の実績を踏まえて

予算を組んでおります。本年度は、会長選挙はあり

ませんが、日本弁理士クラブは創立70周年を迎えま

すので、その記念式典・記念祝賀会（平成29年9月1

日霞山会館にて実施）を含め創立70周年に関連した

予算を計上いたしました。

� （単位：円）

収入の部

前年度会計からの繰越金	 4,577,064

各クラブ分担金	 2,500,000

平成29年度活動準備費（前年度より）	100,000

その他	 ―

　　合　　計	 7,177,064

支出の部

例会・総会	 50,000

幹事会	  400,000

会報委員会	 1,200,000

協議・選対委員会	 1,000,000

政策委員会	  250,000

広報委員会	  250,000

研修委員会	  200,000

日弁五派交流事業費	  0

相談役会	  50,000

旅行会	  900,000

旅行会ゴルフ大会補助	  50,000

ボウリング大会補助	  50,000

テニス大会補助	  50,000

リレーマラソン補助	 50,000

庶務	  50,000

慶弔費	  150,000

渉外・交通	  500,000

幹事長渉外費	 200,000

ＰＧ／ＷＧ活動費	 0

規約委員会	 0

70周年事業費	 1,000,000

次年度活動準備費	 100,000

予備費	 677,064

　　合　　計	 7,177,064

平成29年度
日本弁理士クラブ

予算の紹介
平成29年度会計担当副幹事長

堀 籠 佳 典


